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要   旨：    

地中海食事の主な油脂源であるオリーブ油は機能性食品で、高い値の１価不飽

和脂肪酸含量を有する外に、生物学的特性のある複数の微量成分を含有する。 

抗酸化性フェノール化合物などのオリーブ油の微量成分に関して、大規模な 

研究が主に実験または動物モデルで実施されてきた。 

集団レベルで推奨を与えるためには、オリーブのフェノール化合物が健康上の

利点に大いに寄与するとの、証拠を提示するヒトにおけるランダム、対照比較、

臨床試験が必要である。 

ここで、ヒトにおけるオリーブ油フェノール化合物の生体利用効率および抗酸

化の効能を、最先端の知識体系を我々は証拠を得るまで要約する。 
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